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事業の譲り受けに関するお知らせ 

 

 当社は、本日、株式会社フレンバシー（以下、「フレンバシー」）より、プラントベースに特化し

たポータルサイト「Vegewel」運営に関する事業（以下、「Vegewel事業」）を譲り受けることについ

て、事業譲渡契約を締結しましたので、以下の通りお知らせいたします。 

なお、本件は適時開示基準には該当していませんが、有用な情報と判断して任意開示を行うもの

であります。（適時開示に必要とされる事項を一部省略して開示しております。） 

 

記 

 

１．事業譲受の理由 

当社は、「健康に配慮した食の提案」「環境に配慮した食の提案」を推進することを目的と

し、2022 年 5 月に不二製油株式会社と資本業務提携を締結し、2023 年 5 月にカラダにやさしい手

づくりを応援する新しい EC メディア「cotta tomorrow（コッタトゥモロー）」を立ち上げまし

た。現在、健康に関心のある一般消費者から法人のお客様まで幅広くサービスをご利用いただい

ており、当社はさらなる成長機会を模索しておりました。 

フレンバシーが運営する Vegewel 事業は、大きく二つあります。一つ目は、ベジタリアン向け

レストラン情報メディア事業。ベジタリアンが必要とする日本全国のレストラン情報を多言語で

提供し、訪日客を含むベジタリアンが日本国内で安心して食事ができる環境を創造します。二つ

目は、プラントベースに特化した Web メディア事業。飲食店の取材記事、レシピ、商品紹介、イ

ベントレポートなど、ライフスタイルの参考となる幅広い情報を発信します。 

独自性と知名度を有する Vegewel 事業と当社の既存事業（「cotta(コッタ)」「cotta business

（コッタビジネス）」「cotta tomorrow（コッタトゥモロー）」）との連携によって、既存のお

客様への価値は強化され、新しいお客様との接点も増えてまいります。また、当社は食品メーカ

ーを対象としたコンサルティング事業を展開しております。健康志向が高まる中、多くの食品メ

ーカーが健康カテゴリーへ積極的に参入しており、Vegewel のプラットフォームを活用すること

で、これらのメーカーに対し、新しい販促支援を提供できるようになります。 

さらに、地方自治体がインバウンド対応を強化する中で、当社は Vegewel を通じてこれらの自



治体との連携を模索しています。特に地域固有の食文化を背景に持つレストランの発掘・紹介

は、地方の魅力を国内外に発信する絶好の機会を提供します。このようなコラボレーションは、

地域経済の活性化にも寄与し、持続可能な社会の実現に向けた一歩となります。 

Vegewel の機能を最大限に活用し、消費者、レストラン、食品メーカー、自治体との連携を強化

し、当社のパーパスである「つくる喜びと食べる幸せを世界にめぐらせる」の実現に向けて、成

長を加速させてまいります。 

 

２．事業譲受の概要 

（１）対象事業の内容 

 フレンバシーが行う事業の一部である Vegewel 事業を対象としております。 

 

（２）対象事業の資産、負債の項目及び金額 

 先方の意向を踏まえ非開示とさせていただきます。 

 

（３）譲受価額及び決済方法 

 先方の意向を踏まえ非開示とさせていただきます。 

 

３．相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社フレンバシー 

（２） 所 在 地 東京都港区芝５丁目 29 番地 11 G-BASE 田町２Ｆ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 播 太樹 

（４） 事 業 内 容 ポータルサイトを利用した飲食店等への情報提供サービス 

（５） 資 本 金 2,530 万円 

（６） 設 立 年 月 日 2015 年２月 20 日 

（７） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません 

人 的 関 係 該当事項はありません 

取 引 関 係 該当事項はありません 

 

４．日程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2024 年２月 14 日 

（２） 契 約 締 結 日 2024 年２月 14 日 

（３） 事 業 譲 受 日 2024 年３月 31 日（予定） 

 

５．今後の見通し 

 本件による 2024 年９月期の当社連結業績に与える影響につきましては軽微であると見込んでお

りますが、中長期的には、当社連結業績への貢献並びに当社グループの更なる企業価値向上に寄

与するものと考えております。今後公表すべき事象が生じた際には速やかに公表いたします。 

 

以上 


